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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月25日(2012.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
２－クロロ－２’－デオキシアデノシンの製造方法であって、
（ａ）次式を有する化合物の６－オキソ基を芳香族求核置換反応のための６－脱離基に変
換する工程と、

【化１】

（式中、Ｒは保護基を表す）
（ｂ）ジアゾ化／クロロ－脱ジアゾ化反応により、２－アミノ基を２－クロロ基に置換す
る工程と、
（ｃ）６－脱離基を６－アミノ基に置換する工程と、
（ｄ）保護基Ｒを除去して２－クロロ－２’－デオキシアデノシンを生成する工程と
を有し、かつ、
　前記６－脱離基は、（アルキル又は任意の置換アルキル若しくはシクロアルキル）スル
ホニル、ホスホリル又はホスホニル基、および（アリール又は任意の置換アリール）スル
ホニル、ホスホリル又はホスホニル基からなる群から選択される６－（置換オキシ）基を
除く脱離基である方法。
【請求項２】
前記６－脱離基は６－（置換オキシ）基又は６－ハロ基である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記６－オキソ基は６－（置換オキシ）基に変換される請求項２に記載の方法。
【請求項４】
前記６－オキソ基は６－ハロ基に変換される請求項２に記載の方法。
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【請求項５】
前記６－オキソ基は６－クロロ基に変換される請求項２に記載の方法。
【請求項６】
前記保護基はアシル又はシリルから選択される請求項１～５のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項７】
前記６－（置換オキシ）基又は６－ハロ基はアンモニアを用いて６－アミノ基に置換され
る請求項２～６のいずれか一項に記載の方法。
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